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 名城大学人間学部の髙橋香苗助教（専門：家族社会学・文化社会学）のゼミ生 23 人と名古屋大
学経済学部の土井康裕教授（専門：国際経済学・労働経済学）のゼミ生及び講義受講生の計 11 人
が 8 月 3 日（日）・4 日（月）、イオンモールナゴヤドーム前店で、午前は夏休みの宿題のサポート
を、午後は自由研究に役立つワークショップを開催します。現在、参加者を募集しています。ぜ
ひ、ご取材にもお越しください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【１．本件のポイント】 
・小学生以下を対象に、名城大学の髙橋ゼミと名古屋大学の土井ゼミの学生が、午前は夏休みの宿
題（学習ドリルやワークなど英数国理社の 5 教科）サポートを、午後は自由研究に役立つワーク
ショップを無料で開催。 

・地域の子どもを地域で見守り、育てる地域貢献と、学生にとっては「人に教える」リアルな経験
の機会。イオンモールとしては地域に根差したモール作りの一環で、価値向上を目的に。 

 

名城大学×名古屋大学×イオンモールナゴヤドーム前店 

8/3・4 小学生以下対象に 
「サマーキッズスクール」を実施 
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【２．イベントの目的】 
 今日の日本社会では学校や家族に対する教育の期待が増大しています。子育ての一義的責任を負
う家族は、拡大する経済格差や学力格差、機会格差を解決することさえ求められています。しか
しながら、共働き世帯が一般的になるなかで、子どもに時間やお金をかけたいと思っていたとし
ても、さまざまな理由で叶わない家族も多いのが現状です。一方で、子育てや教育に関わるのは
学校や家族だけではなく、地域社会があります。家族が抱えているものを部分的にでも地域社会
が引き受けることができないか。そこで、無料で参加でき、現役の大学生からサポートを受けな
がら宿題に取り組む場を設けることで、地域の子どもたちに学習機会を提供したいと考えます。 

 
【３．イベントの概要】 

日時 
8月３日（日）・4日（月）各日 10時～15時 
午前の部 10:00～12:00 
午後の部 13:00～15:00 

場所 
イオンモールナゴヤドーム前店 １F セントラルコート・サウスコート 
名古屋市東区矢田南 4-102-3 

対象 
小学生（無料、事前予約不要） 
※持参物：筆記用具・学習ドリル・ワークなど(英数国理社 5教科可能) 
※勉強時間中（午前の部）の保護者さまの同伴は不要 

内容 

【午前の部：10:00～12:00】 
夏休みの宿題で困っている地域の子どもたちに、ワークやドリルなどの夏休み
の宿題を持ち込んでもらい、学生がサポート。 
【午後の部：13:00～15:00】 
名城大学と名古屋大学の学生が考案した自由研究ワークショップ 
・8月 3日（日） 
 名古屋大学の土井ゼミの学生が、イオンモールで販売されている商品を通じ
て経済の仕組みを学ぶ「親子で商品クイズ大会！」を実施。 
・8月 4日（月） 
 名城大学の髙橋ゼミの学生が、文系の自由研究を提案。「おもちゃ売り場を
“観察”してみよう！」では、おもちゃ売り場の特徴を大学生と一緒に調べ、「広
告をさがしてみよう！」では、モール内の広告からその意図などを大学生と一
緒に考えます。 

取材要領 

腕章着用でお願いします。取材していただける場合は、 
8 月 1 日（金）15：00までに koho@ccml.meijo-u.ac.jp へメールでお知らせく
ださい。メールのタイトルは「サマーキッズスクール／社名」とし、本文に
は、①部署名 ②担当者名 ③電話番号 ④参加人数 をご明記ください。 
＊会場へは公共交通機関をご利用の上お越しください。 

問い合わせ先 名城大学渉外部広報課 koho@ccml.meijo-u.ac.jp 
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【名城大学人間学部 髙橋ゼミについて】 
 「現代社会の家族とカルチャー」をテーマに、家族やライフコース、サブカルチャー、メディア
などについて社会学的なアプローチから研究しています。 
 
【名古屋大学経済学部 土井ゼミについて】 
 社会問題に関して活発な議論を行うとともに、実際に社会に出てプロジェクトを行うことを目標
としています。 


